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山形県立川町に出現したスルホニルウレア系除草剤抵抗性のミゾハコベについて
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Eιαιιんθ ιrjα力arα of Resistant Blotype to Sulfonylurea at Tachikawa Town, Yamagata Prefecture
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1 は じ め に

近年,北日本の水田では,ス ルホニルウンア系 (以下

SUと略す)除草剤抵抗性をもつ各種の雑草が問題化 して

おり,山形県ではSU除草剤抵抗性のアメリアゼナ及びア

ゼトウガラン1い の発生が確認されているところである。

本報告では,山形県立川町で SU除草剤に抵抗性を持つ ミ

ゾハコベの発生を確認したので報告する。

2試 験 方 法

(D 現地実態調査

1998年 7月 に山形県東口川郡立川町出川原地区の水田810

筆でアゼナ類 (ιれυο7"■ jα Sp)及びミゾハコベ (E′α
`れ
θ

ιrjα2∂厖)の発生状況を調査 し, ミゾハコベ発生田での

除車剤の使用状況を聞き取りした。アゼナ類の発生程度は,

4ヽ (1～ 10本/ピ),中 (10～ lllll本/ピ),多 (100本/ご

以上)と した。 ミゾハコベの発生程度は,小 (1集団未満
/100イ),中 (2～ 10集団/100ゴ),多 (11集団以上/100

ず)と し,いずれも観察で判定した。

9)抵抗性の確認調査
初発見ほ場であるS氏のほ場 (ミ ゾハコベ発生程度多)

から1998年秋に採取した表層土壌を用い,2000年夏期に戸

外で試験を実施した。1/5000a7グ ネルポットに育苗用

上壌を入れ,その上に採取土壌100gを入れ入水 した。第

一葉が展開し始めた時に水深を3mに調整し,発生した10

個体をマークしたのちベンスルフロンメチル・メフェナセッ

トl kg粒剤を4段階 (無処理,l kg/10a相当量=標準使

用量,3 kg/10a相当量,5 kg/10a相当量)で散布した。

処理25日後にマークした10個体の枯死率を測定した。

3 試験結果及び考察

図 1に ミゾハコベの発生分布を示した。この地域は立川

町北部に位置し,最上川に隣接した沖積土壌で中粗粒グラ

イ土や中粗粒灰色低地土が主体の排水の良い水田地帯で ,

水田面積は約250haで ある。 ミゾハコベの発生ほ場は地区

全体で確認され,特に中央部で発生多のほ場が多く認めら

れた。発生は場は水系による偏りは見られず,耕作者に関

係している傾向が認められた。

表 1に アゼナ類及びミブハコベの発生状況を示した。ア

ゼナ類の発生筆数は163筆で全筆数の20%を 占め,発生程

度別に見ると小発生が110筆で最も多かった。 ミゾハコベ

の発生筆数は69筆で全筆数の9%を占め,アゼナ類よりも

発生箇所数が少なかった。発生程度別に見ると小発生が46

筆で最も多い。アゼナ類とミゾハコペが混発している筆数

は31筆で,ミ ゾハコベが発生しているほ場の45%を 占めて

いた。

表 2に ミゾハコベの発生したは場耕作者とその発生程度

について示した。 ミゾハコベの発生したは場耕作者は27名

で,う ち21名は発生した筆数が 1～ 2枚 ,4名は発生筆数

が 3～ 4枚,2名は5枚以上であった。また,発生筆数が

多くなると発生程度中以上のほ場比率が高くなった。この

こと及び図 1か ら,伝染経路は水系ではなく耕作者による

ところが大きいと考えられる。

ミゾハコベが発生した耕作者のうち,回答の得られた 4

戸での除草剤使用暦を表 3に示した。いずれもSU除草剤

」RHj[lR

図 1 立り1町出川原地区でのミゾハコベの発生分布
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表 1 アゼナ類・ ミゾハコベの草種別発生ほ場筆数 表3 ミゾハコベ発生ほ場での除草剤使用実績

調査は場
筆数

草種 発生ほ場筆数   混発筆数
小  中  多  計

氏名 除草剤使用実績
1998 1997 1996 1995

アゼナ類  110 28 25 163
ミゾハコベ 46 12  11  69

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Z剤
U剤

U剤Z剤
一 一 ― A剤

―Z剤

表2 ミゾハコベの発生したほ場の耕作者構成

発生筆数    耕作者数    ほ場比率%
枚       人        *

ベンスルフロンメチル・ メフェナセット剤
ベンスルフロンメチル・ メフェナセット・ベン

チオカー7ml
ピラゾスルフロンエチル・エスプロカルプ・ プ

レチラクロール・ジメタメトリン剤
ビラゾスルフロンエチル・ メフェナセット粒剤

剤
剤
Ｚ

Ｕ

注

1～ 2
3～ 4
5以上

115
500
571

S剤 :

A剤 :

注 *:発生程度中以上のほ場比率

を一発処理で連年施用しており,う ち2名は使用した除草

剤が 4年間固定していた。大段ら
2)は ,SU抵抗性のミゾ

ハコベ発生後の処理で,ビフェノックス,ピ リブチカルブ,
ペントキサゾン,プ レチラクロール+ジ メタメトリン,

ACNの除草効果が高く,ベ ンチオカープで低いことを指
摘している。本報告が既報告と異なる点は,プ レチラクロー

ル■ジメタメトリンを 2年連続施用した水田で SU除草剤

抵抗性 ミゾハコベの発生が確認されたことである。また,

この 4名が使用したトラクターとコンバインはいずれも個

人所有であった。

表 4に SU除卓剤抵抗性試験の結果を示した。無処理と

使用量 l kg/10a及 び3 kg/10aで は枯死個体が認められ

なかった。使用量 5 kg/10aで は枯死率が20%であった。

このことから,発生したミゾハコベはSU除草剤抵抗性と

確認された。

4 ま  と  め

(D 1998年 に山形県東田川郡立川町でSU除草剤抵抗性

のミゾハコベを確認した。

2)SU除草剤抵抗性のミゾハコベは全筆数の 9%で発
生し,う ち67%が発生程度少であった。

表4 ミゾハコベに対するベンスルフロンメチル・ メ
フェナセットl kg粒剤の抑卓効果

処理量/10a
0「g l kg 3 kg 5峰

枯死率 %

3)主な拡散経路は,水系や機械による移動が想定され
るが,本研究では耕作者所有のトラクターやコンバインに

より拡散した可能性が高いと考えられた。
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